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平成２８年度 第４回「帯広市健康生活支援審議会児童育成部会」議事録 

 

日時：平成２９年２月２２日（水）１９時４５分開始 

場所：帯広市役所１０階第２会議室 

 

会議次第 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

（１）平成２９年度こども未来部関係当初予算（案） 

（２）へき地保育所の認可保育所等への移行 

（３）ひとり親家庭等アンケート調査結果 

（４）帯広市障害児福祉計画 

 

 

３ その他 

 

４ 閉  会 

 

配布資料 

資料１   平成２９年度こども未来部関係当初予算（案）総括表 

資料２   へき地保育所の認可保育所等への移行 

資料３   ひとり親家庭等アンケート調査結果 

資料４   帯広市障害児福祉計画策定スケジュール（予定） 

  

 

出席委員（１９名中１５名出席） 

真井委員、加藤委員、松田委員、山口委員 

伊賀専門委員、中岡専門委員、中野専門委員、佐藤専門委員、鈴木専門委員 

上村部会員、大宮部会員、下鳥部会員、南出部会員、黒田部会員、吉澤部会員 

 

 

事務局 

池原こども未来部長、長江こども未来部企画調整監 

佐藤こども課長、西野保育担当課長、山本課長補佐 

戸田保育所・幼稚園係長、岡田手当・医療給付係 

須永子育て支援課長、佐藤課長補佐、金田課長補佐、遠藤課長補佐 

今青少年課長 

金曾児童会館館長 
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平成２８年度 第４回「帯広市健康生活支援審議会児童育成部会」 議事録 

（平成２９年２月２２日 １９：４５～） 

 

 

１ 開 会 

 

 

※ 新規委員等の紹介 

 

 

２ 議 事 （１）平成２９年度こども未来部関係当初予算（案） 

（２）へき地保育所の認可保育所等への移行 

（３）ひとり親家庭等アンケート調査結果 

（４）帯広市障害児福祉計画 

 

【１ 会議】議題（１）

部会長 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

（事務局） 

 

 

部会長 

 

議題（１）「平成２９年度こども未来部関係当初予算（案）」を議

題とする。 

事務局から説明する。 

 

〔資料１の説明〕 

こども未来部は４課で構成されているが、部関係の平成２９年度

予算（案）は、総額で１０，２７１，２５２千円となっており、対

前年度比４．５％の増となっている。 

主な増減理由は備考欄に記載しているとおり。 

 

ただいまの説明で、意見質問はあるか。 

 

報道によると、ひとり親世帯、多子世帯に係る保育料の軽減措置

が、平成２９年度から拡充されるそうだが、帯広市は、いつから適

用するのか。 

 

国会や市議会の議決を経て、本年４月からの実施を予定してい

る。 

 

他にあるか。 

（他に意見なし） 
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議題（２） 

部会長 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

議題（２）「へき地保育所の認可保育所等への移行」を議題とす

る。 

事務局から説明する。 

 

〔資料２の説明〕 

平成３２年４月に認可保育所等への移行を予定しているへき地

保育所について、今後の保育サービスの内容などを検討する際の基

礎資料とするため、これまでにへき地保育所を利用したことがある

方、今後、へき地保育所を利用する可能性のある方を対象に、平成

２８年１２月５日から平成２９年１月１０日にかけて、アンケート

調査を実施した。 

アンケート調査の結果に、地域の人口推計を加味して、各へき地

保育所の入所児童数、乳児保育や延長保育、一時保育などの利用者

数を試算したが、今後、設備・運営基準上の職員の配置基準や国の

補助基準上の利用人数等も参考にして、保護者や関係者の意見や運

営経費の試算、現施設の状況などを総合的に勘案した上で、各保育

所におけるサービス内容を決定する予定。 

 

ただいまの説明で、意見質問はあるか。 

（特になし） 

 

議題（３） 

部会長 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

 

議題（３）「ひとり親家庭等アンケート調査結果」を議題とする。 

事務局から説明する。 

 

〔資料３の説明〕 

ひとり親家庭の実態などを把握することで、今後の本市の取組み

の参考とするため、昨年８月に、児童扶養手当の受給資格者を対象

にアンケート調査を実施した。 

公的サービスの認知度が低いなどの課題が明らかになったこと

から、今後、行政や関係機関・団体で構成される「子どもの貧困対

策における関係者会議」において、対策を検討・実施していく。 

 

ただいまの説明で、意見質問はあるか 

 

 今回のアンケート調査は、子どもの貧困対策を検討するために実

施したものか。それとも、ひとり親家庭の支援を目的に実施したも

のか。 
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（事務局） 

 

 

 

 

部会長 

 国の調査結果によると、ひとり親家庭の方が貧困の割合が高いこ

とから、今回、ひとり親家庭を対象としたアンケート調査を実施し

たもの。 

 ひとり親家庭の支援が、子どもの貧困対策に通じるものと考えて

いる。 

他にあるか。 

（他に意見なし） 

議題（４） 

部会長 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

委員 

 

 

（事務局） 

 

 

部会長 

議題（４）「帯広市障害児福祉計画」を議題とする。 

事務局から説明する。 

 

〔資料４の説明〕 

国では、児童福祉法に基づく障害児通所・入所支援などについて、

サービスの提供体制を計画的に確保するため、都道府県及び市町村

において障害児福祉計画を策定するなどの見直しを行っている。 

また、この計画は、都道府県と市町村が策定する障害者福祉計画

と一体のものとして策定することができる。 

このため、本市では、障害児福祉計画を障害者福祉計画と一体で

策定することとし、帯広市健康生活支援審議会の障害者支援部会を

中心に、議論を進めていく。 

 

ただいまの説明で、意見質問はあるか 

 

 子どもに関する計画なので、児童育成部会においても、意見を聴

く場を設けてはどうか。 

 

 児童育成部会の開催に合わせて、当計画について、進捗をご説明

し、ご意見を伺うこととしたい。 

 

他にあるか。 

（他に意見なし） 

３ その他 

部会長 

 

（事務局） 

 

最後に委員の皆さまから何かあるか。（特になし） 

事務局から連絡事項あるか。 

 

新年度も当部会を数回開催する予定である。 

引き続き、ご協力をお願いする。 

４．閉会 

部会長 

以上で本日の議題はすべて終了した。 

これで、平成２８年度第４回帯広市健康生活支援審議会、児童育

成部会を終了とする。（会議終了） 

 


